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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月9日(2008.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が、センサ、および、近隣のモートと通信するための無線通信システムを有する、
複数のモートと、
　前記複数のモートの各々の間に分散した分散経路指定テーブルと、
　前記分散経路指定テーブルを周期的に更新するための更新システムと
　を含む無線センサ・ネットワーク。
【請求項２】
　前記モートの各々が更に太陽電池を含む、請求項１に記載の無線センサ・ネットワーク
。
【請求項３】
　前記通信システムが受動モードおよび能動モードを含み、前記受動モードが送信モート
から受信モートにデータをリレーするために利用され、前記能動モードが当該モートによ
って生成されたデータを送るために利用される、請求項１に記載の無線センサ・ネットワ
ーク。
【請求項４】
　少なくとも１つのトランスポート・ルータおよびモニタ・ステーションを更に含む、請
求項１に記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項５】
　各モートは、当該モートが近隣のモートによってネットワークに取込まれること及び他
のモートを前記ネットワークに取込むことを可能にする結合及び取込みシステムを更に含
む、請求項１に記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項６】
　各モートが、当該モートを取込んだ近隣のモートを介したエンドポイントまでの一次パ
スを保存する、請求項５に記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項７】
　各モードが、他の近隣のモートを介したエンドポイントまでの二次パスのセットを識別
するためのシステムを更に含む、請求項６に記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項８】
　各モートが、前記エンドポイントまでの前記一次パス及び前記二次パスのセットをラン
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ク付けする経路指定テーブルを含む、請求項７に記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項９】
　各モートが、近隣のモートの伝送基準のセットを分析することによって当該モートの経
路指定テーブルを周期的に更新する、請求項８記載の無線センサ・ネットワーク。
【請求項１０】
　各々が近隣の装置と通信するための無線通信システムを有する複数の装置を含む無線ネ
ットワークをイネーブルするための方法であって、
　各装置からの結合コマンド及びエンドポイントからの取込みコマンドをブロードキャス
トするステップと、
　前記エンドポイントの近くにある装置を前記エンドポイントとネットワークにおいて結
合するステップと、
　追加の装置を前記ネットワークに結合させるために、前記エンドポイントに結合された
各装置からの取込み信号をブロードキャストするステップと、
　更なる追加の装置を前記ネットワークに結合させるために、前記ネットワークに結合さ
れた各追加の装置からの取込み信号をブロードキャストするステップと
　を含む、方法。
【請求項１１】
　前記ネットワークに結合するために使用可能な更なる装置がなくなるまで、直前のブロ
ードキャストするステップを繰り返す更なるステップを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記無線ネットワークが無線センサ・ネットワークを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　各装置が、センサ、および、近隣のモートと通信するための無線通信システムを有する
モートである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エンドポイントまでの一次パスを各モートに保存する更なるステップを含む、請求
項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　他の近隣のモートを通信しようとすることによって前記エンドポイントまでの二次パス
のセットを各モートに識別させる更なるステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　各モートに前記一次パスおよび前記二次パスのセットを経路指定テーブルにおいてラン
ク付けさせる更なるステップを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記近隣のモートの通信基準のセットを分析することによって各モートに自身の経路指
定テーブルを周期的に更新させる更なるステップを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　センサ・ネットワークにおいて使用するためのモートであって、
　環境データを感知するためのセンサと、
　近隣のモートと通信するための通信システムと、
　前記モートをモートのネットワークにおいて確立するための結合及び取込みシステムと
、
　前記モートからエンドポイントまでのパスのセットをランク付けする経路指定テーブル
と、
　前記経路指定テーブルを周期的に更新するための更新システムと
　を含む、モート。
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